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SH7751 ハードウェア

マニュアル

  SH7751 の PCIC 機能を、アービトレーション機能を持つホストとして用いる場合、PCI アービタ

割り込みレジスタ(PCIAINT)のうちターゲットバスタイムアウト割り込み、またはマスタバスタイ

ムアウト割り込みを使用する際に以下の注意が必要です。

1. 1. 1. 1. 現現現現象象象象

  SH7751 では、外部 PCI デバイスにおける 16 クロックルール／8クロックルール(PCI2.1 仕様

におけるターゲットレイテンシおよびマスタデータレイテンシのクロック数制限)の違反を、PCIC

の PCI アービタ割り込みレジスタ(PCIAINT)のビット 12(ターゲットバスタイムアウト割り込み)

およびビット 11(マスタバスタイムアウト割り込み)を立てることにより検知しています。ただし

SH7751 では、これらの制限クロック数を、PCI2.1 仕様書の定義よりも 1クロック小さく定義して

います。

  すなわち、外部 PCI デバイスのターゲットレイテンシ／マスタデータレイテンシが下記の

(1)(2)のようなタイミングになった場合に、PCI2.1 仕様では 16 クロックルール／8クロックルー

ル違反ではありませんが、SH7751 では 16 クロックルール／8クロックルール違反として扱い、PCI

アービタ割り込みレジスタ(PCIAINT)ビット 12(ターゲットバスタイムアウト割り込み)／ビット

11(マスタバスタイムアウト割り込み)に 1が立ちます。

(1)ターゲットレイテンシ：ターゲットバスタイムアウト割り込み発生(図 1,2 参照)

ターゲットとなる外部 PCI デバイスが、マスタからの転送要求(FRAME#アサート)から、最初のデ

ータ転送で 16 クロック目に TRDY#または STOP#をアサートする。または、二つ目以降のデータ転

送で、直前データフェーズから 8クロック目に TRDY#または STOP#をアサートする。

(2)マスタデータレイテンシ：マスタバスタイムアウト割り込み発生(図 3,4 参照)

マスタとなる外部 PCI デバイスが、バス権を獲得し FRAME#をアサートしてから、最初のデータ転

送で 8 クロック目に IRDY#をアサートする。または、二つ目以降のデータ転送で直前データフェ

ーズから 8クロック目に IRDY#をアサートする。

SH7751

PCIC 機能(アービタ割り込み)使用時の注意事項

HD6417751

全ロット 1 永年
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図 1．ターゲットバスタイムアウト割り込み発生例 1
(ターゲットが FRAME#アサートから 16 クロック目で
STOP#をアサートしてリトライを返した例)

図 2．ターゲットバスタイムアウト割り込み発生例 2
(ターゲットが 3 つ目のデータを準備するのに 2 つ目
のデータフェーズから 8クロックかかった例)

2. 2. 2. 2. 対対対対策策策策

  SH7751 の PCIC 機能をアービトレーション機能を持つホストとして用いる場合に、16 クロック

ルール／8 クロックルールに定められたクロック数制限を最大まで用いる外部 PCI デバイスを接

続する場合、PCI アービタ割り込みマスクレジスタ(PCIAINTM)により、PCI アービタ割り込みレジ

スタ(PCIAINT)のバスタイムアウト割り込みをマスクして使用してください。

  上記(1)の場合、ターゲットバスタイムアウト割り込みをマスクするために、PCI アービタ割り

込みマスクレジスタ(PCIAINTM)のビット 12(ターゲットバスタイムアウト割り込みマスク)を 0に

設定してください。

  上記(2)の場合、マスタバスタイムアウト割り込みをマスクするために、PCI アービタ割り込み

マスクレジスタ(PCIAINTM)のビット 11(マスタバスタイムアウト割り込みをマスク)を 0に設定し

てください。

  ただし、割り込みをマスクした場合、PCI2.1 仕様での 16 クロックルール／8クロックルール違

反があった場合に、その違反を検出しても割り込みを発生することができなくなることに注意し

てください。
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図 3．マスタバスタイムアウト割り込み発生例 1
(マスタが FRAME#のアサートから 8 クロック目にデー
タが準備できて IRDY#をアサートした例)

図 3．マスタバスタイムアウト割り込み発生例 2
(マスタが 3 つ目のデータを準備するのに 2 つ目のデ
ータフェーズから 8クロックかかった例)
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